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J.D. パワー報道用資料 

2016 年 5 月 12 日 
 
消費者の関心の高まりが、自動運転車実現への入り口 
 
自動運転車への道を開くのは、自動車のテクノロジーに高い信頼をおく若い消費者 
 
※本報道資料は、日本時間 4 月 28 日に米国で発表された資料を翻訳したものです。 
 
米国ミシガン州デトロイト： 2016 年４月 28 日 —  J.D. パワーが発表した 2016 年米国テック・チョイ

ス・スタディ SMで、自動車の自動運転技術に対する信頼度は年齢によって大きく異なり、若い世代は

年齢の高い世代に比べ信頼度が著しく高いことが明らかになった。 
 
本調査で、ユーザーが最も関心を寄せているのは、レーダー、センサー、LIDAR（レーザー光線を使っ

たリモートセンシング技術）、カメラなど、完全自動運転車の基盤に利用される数々の自動車技術の

装備であることがわかった。消費者が高い関心を示す装備には、スマートヘッドライト、車載ナイト

ビジョンカメラ、車線変更アシスト、渋滞時アシスト、救急疾患時停止機能、交差点での安全運転支

援、前方の路面状況に応じた車体コントロールが含まれる。 
 
ところが、完全自動運転車となると、そのテクノロジーに対する信頼度合は消費者の年齢と直結する。

Y 世代1と Z 世代では、ユーザーの半数以上（Y 世代 56％、Z 世代 55％）が自動運転技術を信頼してい

ると答えているが、その割合は X 世代では 41%、ベビーブーム世代では 23%、ベビーブーム前世代で

は 18%と低くなる。さらに、自動運転技術は「まったく」信頼できないと回答している消費者は、X

世代では 27%、Y 世代では 18%、Z 世代では 11%と低いが、ベビーブーム世代では 39%、ベビーブー

ム前世代では 40%だった。 
 
テクノロジーのセキュリティに関しては全世代共通して懸念しており、特にプライバシー関連や、シ

ステムのハッキング、乗っ取りやクラッシュの可能性（車輌あるいはシステム自体）への不安が強い。 
 
J.D. パワーのドライバーインタラクション&HMI リサーチのエグゼクティブディレクターであるクリ

スティン・コロッジは「自動車購入者の間では、新しいテクノロジーに対する信頼度は、直接、関心

度に結びついている。自動運転技術に徐々に触れて経験が蓄積されるにつれ、受容度合が高まってい

く可能性がある。その一方で、信頼とは脆いもので、自動運転車の安全上問題のあるような事例が多

く起こると、信頼が崩れる可能性がある。」と述べている。 
 

                                                        
1 J.D. パワーでは、世代グループを、ベビーブーム前世代（1946 年より前に誕生）、 ベビーブーム世代（1946～1964 年生）、

X 世代（1965～1976 年生）、Y 世代（1977～1994 年生）、Z 世代（1995～2000 年生）に分類している。 
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モビリティ・シェアリング並びに共同所有、利用ベースでの所有、モビリティ・オンデマンド2などの

新しいモビリティの形態に興味を示す割合は、Y 世代と Z 世代が高く、X 世代の２倍、ベビーブーム

世代とベビーブーム前世代の５倍となった。さらに、本調査では、Y 世代の 59%が、完全自動化車輌

に「必ず」または「たぶん」興味を持つと答えており、32%がそのテクノロジーに$3,000 以上を支払

ってもよいと答えていることがわかった。これら４つの新しいモビリティのうち、無人操縦に対する

関心が、全世代を通じて最も高かった。 
 
主な調査結果 
 
• 関心は高額でない安全装備に：本調査では、価格提示前と後での各技術に対する関心度を聴取してい

る。４つの安全関連技術のうち、価格提示後では、バックミラーモニター（$300）とサイドミラーカ

メラ（$400）は上位 10 位以内に入ったが、車載ナイトビジョンカメラ（$2,000）と車線変更アシスト

（$1,500）の２つが上位 10 位から外れた。価格を提示した後で、最も求められる装備としては、エコ

ドライブナビゲーションシステム（$60）、シンプルなワイヤレス機器接続（$60）、バックミラーモ

ニター（$300）、スマートパーキング（$100）、渋滞予測（$150）が挙げられた。最も求められる技

術上位 10 位の中では、自己修復型の塗装の価格が$500 と最も高額だった。 
 
• 関心度は高いが価格も高い車載ナイトビジョンカメラ：ナイトビジョンは、価格が提示される前には

３番目に高い関心が示され、ユーザーの 70%が次の車両に「必ず」または「たぶん」搭載したい技術

であると回答しているが、$2,000 の価格が提示されるとその関心度は第 23 位に低下した。その一方

で、この技術の価格が$1,400 に低下すると、ナイトビジョンに対する関心度は 16%から 36%に上昇す

る。 
 
• 関心度が最も低い技術：消費者の関心度が最も低い技術は（価格提示前）、トレーラー接続アシスト

（25%）、トレーラー牽引目視確認（29%）、完全自動運転（34%）だった。このような関心度が低

い技術の多くは、購入者数の少ないセグメントの自動車にのみ必要とされる技術である。例えば、ト

レーラー接続アシストに対する関心度は、大型 SUV および大型プレミアム SUV のユーザーでは 60%

超に増加する。同様に、ユーザー全体では、新しいドライバーモニタリングシステムを求める割合は

35%と低いが、子供のいるユーザーでは 58%がその技術に関心を持っている。  
 
今年で２年目を迎える当調査は、未来の技術や新技術について、車種や消費者の属性別に消費者の認

知、関心および価格弾力性を調べるものである。当調査で分析される主な技術カテゴリーは、エンタ

ーテインメントと接続性、快適さと利便性、運転アシスト、衝突防止、ナビゲーション、エネルギー

効率である。新しいモビリティ、サイバーセキュリティの脅威などの新たな概念への興味や、自動運

転技術への関心についても調べている。 
 
2016 年米国テクノロジー関心度調査は、2016 年 2 月から 3 月にかけてインターネット調査を実施し、

過去 5 年間に新車を購入またはリース契約した 7,900 人以上から回答を得た。 
 
J.D. パワー2016 年米国テクノロジー関心度調査 SMの詳細については、下記リンクをご覧ください。
http://www.jdpower.com/resource/us-tech-choice-study 

                                                        
2モビリティ・シェアリング／共同所有は、車両の所有にかかる費用や車両の利用を複数の人で共有し、費用や利用を最適化

する仕組み。利用ベースでの所有は、ユーザーの利用目的に合わせて柔軟にフリート所有しているいくつかの車両タイプの中

から曜日や場合によって使い分けて使用できる仕組み。モビリティ・オンデマンドは、モバイルアプリ（Uber、Lyft など）で

要請すると数分以内に配車されるサービスである。無人操縦は、あらかじめ決められた目的地に向けて、自動操縦によって輸

送を提供する。 

http://www.jdpower.com/resource/us-tech-choice-study
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当調査をインターネットで参照するには、下記リンクをご覧ください。 
http://www.jdpower.com/press-releases/2016-us-tech-choice-study 
 
 
 
＊J.D. パワーが結果を発表する調査はすべて J.D. パワーが第三者機関として自主企画により実施したも

のです。 
 
 
＜株式会社 J.D. パワー  アジア・パシフィックについて＞ 

当社は米国 J.D. パワーの日本を含むアジア地域でのビジネスの拠点として 1990 年に設立された。自動

車業界を始め通信、IT、金融、保険、トラベルなど様々な業界において顧客満足に関する調査やコン

サルティングを実施している。尚、J.D. パワーではシンガポール、北京、上海、バンコクに拠点をもち、

日本、オーストラリア、中国、インド、インドネシア、マレーシア、フィリピン、台湾、タイ、ベト

ナムで調査を実施している。会社概要や提供サービスなどの詳細は当社ウェブサイト

http://japan.jdpower.com まで。 
 
 
＜当調査に関するお問合わせ先＞ 

（株）J.D. パワー アジア・パシフィック 

コーポレート コミュニケーション 

住 所： 東京都港区虎ノ門 5-1-5 メトロシティ神谷町（〒105-0001） 

電 話： 03-4550-8060 

ＦＡＸ： 03-4550-8152 

e-mail： cc-group@jdpower.co.jp 
 
 
＜ご注意＞ 

本紙は報道用資料です。（株）J.D. パワー アジア・パシフィックの許可無く本資料に掲載されている

情報および結果を広告または販促活動に転用することを禁止します。 
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